
と
は
、
方
法
論
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
日
蓮
聖
人
は
『
四
信
五
品
抄
』
に
「
信
は
慧
の
因
」

（
一
二
九
六
頁
）
で
あ
る
と
し
て
、
信
と
智
慧
と
を
全
く
別
個
の

概
念
と
は
せ
ず
、
智
慧
が
生
ず
る
に
は
必
ず
信
が
付
随
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
『
開
目
抄
』
に
示
さ

れ
た
「
法
華
経
の
信
心
了
因
の
子
」
（
六
○
三
頁
）
と
い
う
表
現

か
ら
も
同
様
の
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
日
蓮
義
に
お
い
て
は
、
法
華
経
を
聞
法
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
下
さ
れ
る
仏
種
は
法
華
経
の
信
心
で
あ
る
、
と
す
る
日
隆
の

解
釈
は
妥
当
性
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
日
蓮
聖
人
は
、
誇
法
の
衆
生
に
も
強
い
て

法
華
経
を
説
き
続
け
る
と
い
う
こ
と
に
、
凡
夫
成
仏
の
確
信
を
懐

か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
聞
法
下
種
と
い
う
日

蓮
聖
人
の
死
身
弘
法
の
実
践
を
支
え
た
で
あ
ろ
う
一
つ
の
理
念

を
、
そ
こ
に
観
取
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

〔
註
〕（

１
）
立
正
大
学
『
大
学
院
論
集
』
第
一
八
号
所
収

本
多
日
生
は
近
代
日
蓮
主
義
の
流
れ
の
な
か
で
、
田
中
智
学
と

比
肩
さ
れ
る
一
方
の
旗
手
で
あ
り
、
後
世
に
与
え
た
影
響
も
大
き

い
。
し
ば
し
ば
本
多
は
国
策
に
沿
っ
た
宗
教
協
力
者
と
し
て
評
価

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
彼
が
組
織
し
た
種
々
の
団
体
の
動
向

役
割
を
さ
ぐ
り
、
統
一
閣
を
め
ぐ
る
活
動
に
つ
い
て
考
え
、
評
価

を
間
う
て
ゑ
た
い
。

明
治
二
九
年
一
二
月
一
三
日
、
妙
満
寺
派
の
結
束
を
固
め
、
他

宗
僧
徒
と
の
対
決
、
仏
教
界
統
一
を
目
的
と
し
た
統
一
団
を
結
成

し
た
。
統
一
団
の
規
則
は
三
条
目
か
ら
成
り
、
雑
誌
の
発
刊
、
講

演
会
の
開
催
、
各
派
共
有
の
布
教
会
堂
建
設
を
目
指
す
等
を
定
め

て
い
る
。

そ
の
一
方
、
本
多
は
四
箇
格
言
を
訴
え
、
他
宗
と
の
法
論
も
展

開
し
て
い
く
。
こ
の
折
伏
布
教
で
、
小
笠
原
長
生
・
佐
藤
鉄
太
郎

等
の
著
名
人
を
狸
得
す
る
が
、
そ
の
な
か
で
妙
満
寺
派
の
統
一
団

と
い
う
こ
と
に
限
界
を
感
じ
て
い
く
。
そ
こ
で
セ
ク
ト
意
識
を
払

近
代
日
蓮
主
義
研
究
口

ｌ
本
多
日
生
の
布
教
活
動
に
つ
い
て
Ｉ

浜
島
典
彦
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拭
し
た
会
派
の
設
立
へ
と
向
う
の
で
あ
る
。

四
二
年
一
月
一
五
日
、
本
多
は
日
蓮
宗
僧
侶
・
著
名
人
を
取
り

込
ん
だ
天
晴
会
を
発
足
さ
せ
た
。
一
九
一
名
に
及
ぶ
会
員
の
顔
触

れ
は
、
政
財
界
・
軍
部
・
華
族
・
学
識
者
・
法
曹
界
・
文
壇
等
多

岐
に
及
び
、
支
部
も
開
設
さ
れ
た
。
特
に
京
都
天
晴
会
で
は
春
期

大
講
習
会
に
科
外
講
師
と
し
て
河
上
薙
・
上
田
敏
等
招
き
、
時
局

に
対
応
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
窺
え
る
。

し
か
し
、
天
晴
会
は
大
正
九
年
以
降
活
動
は
鈍
化
し
、
在
家
日

蓮
主
義
を
標
榛
し
た
知
識
人
は
法
華
会
を
結
成
し
、
大
正
七
年
に

本
多
自
ら
組
織
し
た
自
慶
会
運
動
へ
と
そ
の
勢
力
を
移
し
て
行
っ

た
の
で
あ
る
。

四
五
年
四
月
二
七
日
、
統
一
団
規
則
第
三
条
四
項
に
盛
ら
れ
た

各
派
共
有
の
布
教
会
堂
統
一
閣
が
竣
成
し
た
。
そ
こ
で
は
本
多
の

組
織
し
た
団
体
の
例
会
・
講
演
会
・
研
究
会
・
映
画
会
等
が
催
さ

れ
て
い
る
。
特
に
大
正
三
年
七
月
一
六
日
に
は
労
働
慰
安
会
が
催

さ
れ
、
本
多
の
講
演
の
後
、
余
興
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
以
降
、

各
種
の
慰
安
会
が
年
二
回
の
安
息
日
（
正
月
・
七
日
）
等
に
催
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
背
景
に
は
本
多
が
陪
席
し
た
大
逆
事
件
に
翠
ら
れ
る
社
会

主
義
拾
頭
に
対
す
る
危
機
意
識
が
あ
っ
た
。
布
教
活
動
中
、
政
財

界
・
軍
人
・
学
識
者
等
に
接
す
る
う
ち
に
彼
等
の
危
機
意
識
に
応

え
よ
う
と
し
た
結
果
、
国
策
に
沿
っ
た
布
教
へ
と
変
し
て
い
く
の

で
あ
る
。

大
正
七
年
三
月
二
日
、
労
働
者
慰
安
善
導
の
目
的
で
自
慶
会
を

組
織
し
、
工
場
布
教
へ
と
向
う
。
拠
点
は
神
戸
製
綱
・
名
古
屋
日

本
車
輌
・
豊
田
紡
織
機
等
で
、
月
例
会
が
行
な
わ
れ
た
工
場
も
あ

る
。
さ
ら
に
「
国
民
精
神
作
興
に
関
す
る
詔
書
」
に
呼
応
し
て
国

本
会
、
昭
和
に
入
っ
て
知
法
思
国
会
を
翌
年
の
教
化
総
動
員
運
動

に
通
ず
る
も
の
と
し
て
組
織
し
て
い
る
。

以
上
、
本
多
の
組
織
し
た
団
体
を
み
る
と
二
種
の
性
格
に
分
類

で
き
る
。
一
、
当
時
の
国
民
感
情
に
沿
っ
た
日
蓮
主
義
信
仰
団
体

（
統
一
団
・
天
晴
会
・
地
明
会
）
。
二
、
国
策
に
沿
っ
た
大
衆
思

想
善
導
へ
の
宗
教
協
力
団
体
（
自
慶
会
・
国
本
会
・
知
法
思
国

会
）
。
ま
た
、
そ
れ
等
に
役
割
分
担
を
負
わ
せ
て
い
る
と
言
え

る
。
派
内
を
ま
と
め
る
統
一
団
、
門
下
統
合
を
目
指
す
天
晴
会
・

地
明
会
、
研
究
グ
ル
ー
プ
講
妙
会
、
大
衆
に
向
っ
て
の
自
慶
会
・

国
本
会
・
知
法
思
国
会
で
あ
る
。

現
在
、
統
一
団
の
象
が
存
在
す
る
が
、
本
多
の
組
織
し
た
種
々

の
団
体
、
特
に
二
は
時
代
を
超
越
し
た
真
理
を
持
ち
得
た
か
と
問

う
た
時
、
「
否
」
と
答
え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
門
下

統
合
を
訴
え
、
現
場
へ
の
布
教
を
試
み
、
濁
洽
会
・
橘
香
会
に
も

関
与
し
、
ま
た
同
師
会
を
結
成
し
て
後
進
の
育
成
に
も
当
っ
た
。
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『
法
華
玄
義
』
の
四
序
中
の
第
二
序
の
「
蓋
序
王
者
叙
経
玄

意
玄
意
述
於
文
心
等
？
）
」
の
文
を
解
説
す
る
『
釈
鎮
』
の

「
次
就
総
別
解
者
。
従
記
者
去
章
安
釈
大
師
序
意
然
大
師
所
序
。

以
但
釈
名
而
已
。
意
含
別
故
章
安
所
釈
具
体
宗
用
。
以
釈
名
是
総

体
等
是
別
。
別
別
於
総
。
総
総
於
別
。
故
於
総
中
所
釈
兼
具
五

章
」
（
２
）
の
中
、
「
別
別
於
総
、
総
総
於
別
」
の
用
語
に
関
係
の

原
理
が
示
さ
れ
る
。
「
総
と
別
」
と
い
う
用
語
は
、
も
の
の
見
方

と
し
て
、
概
念
の
全
体
性
と
個
別
性
と
の
相
互
の
関
連
性
、
更

に
、
全
体
性
と
個
別
性
の
両
面
か
ら
の
視
点
を
比
較
対
照
す
る
こ

と
で
、
そ
の
間
に
ど
の
よ
う
な
関
連
性
を
も
つ
の
か
を
表
現
す
る

論
理
構
造
と
し
て
の
関
係
の
原
理
で
あ
る
と
規
定
で
き
る
。
即

宗
祖
の
願
行
を
思
う
時
、
「
大
衆
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
今
ど
う
な

る
の
か
」
と
問
う
と
、
そ
の
困
難
さ
を
痛
感
す
る
と
共
に
、
本
多

の
進
取
の
気
性
と
彼
の
錯
誤
を
点
検
し
て
現
代
に
生
か
さ
ね
ば
と

考
え
る
の
で
あ
る
。

『
総
と
別
』
の
関
係
の
一
考
察

芹
沢
泰
謙

ち
、
「
総
と
別
」
は
、
あ
る
概
念
を
研
究
対
象
と
す
る
と
き
の
方

法
論
と
し
て
、
そ
れ
は
「
分
析
と
総
合
」
と
い
う
論
理
的
方
法
論

で
あ
る
と
し
、
両
者
の
関
係
は
、
分
析
は
総
合
を
予
測
し
、
総
合

は
分
析
を
基
定
と
す
る
も
の
で
、
両
者
は
相
伴
な
っ
て
全
体
の
統

一
が
表
現
さ
れ
る
と
い
う
、
関
係
の
原
理
を
示
す
と
い
え
る
。
こ

の
分
析
と
総
合
の
関
係
を
『
釈
鍍
』
の
い
う
総
別
の
「
別
別
於

総
」
は
分
析
は
総
合
を
予
測
し
て
分
析
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、

「
総
総
於
別
」
は
総
合
は
分
析
を
基
定
と
し
て
総
合
統
一
を
示
す

こ
と
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
『
玄
義
』
の
述
べ
る
広
説
五
重
玄

に
お
い
て
、
名
と
体
宗
用
に
お
い
て
名
は
体
宗
用
に
冠
し
て
総
名

で
あ
り
、
総
合
表
現
で
、
体
宗
用
は
名
の
個
別
的
分
類
の
説
明
で

別
名
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
総
と
別
の
関
係
を
日
蓮
聖
人
は
更

に
拡
大
さ
せ
、
妙
法
五
字
の
題
目
と
名
体
宗
用
教
の
五
重
玄
と
の

対
照
と
す
る
の
で
あ
る
。
『
報
恩
抄
』
す
）
『
四
信
五
品
抄
』
（
４
）

『
妙
法
尼
御
前
御
返
事
』
官
）
等
に
、
日
本
国
と
六
十
六
箇
国
、

妙
法
蓮
華
経
の
題
目
と
法
華
経
二
十
八
品
と
を
対
比
さ
せ
、
日
本

国
題
目
を
総
名
、
六
十
六
箇
国
二
十
八
品
を
別
名
と
し
て
、
題
目

を
総
名
と
表
現
し
、
更
に
は
題
目
の
五
字
に
す
べ
て
が
摂
尽
さ
れ

る
も
の
と
し
て
、
題
目
を
総
合
表
現
、
全
体
表
現
の
「
総
名
」
と

強
調
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
題
目
と
五
重
玄
の
間
に
お
い
て

も
、
『
本
尊
抄
』
（
６
）
『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
（
７
）
等
に
示
さ
れ
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